
緑が丘まちづくり推進プログラムの改訂について

１ 改訂に係る留意事項

(1) まち協以外の団体の取組も掲載

～地域内の各団体による課題解決のための取組を反映させる。

(2) 補助金交付対象事業への対応

～プログラムへの掲載が補助金交付の前提となるため，大まかな項目を掲載する。

(3) 類似項目の整理

～類似した項目は，検討の上，統合・分割等を行い，項目を整理する。

(4) 各団体等での要望との整合性の調整

～掲載内容が各委員の推薦団体の要望と一致するよう整合性を確認する。

市からの回答を踏まえ，内容を精査する。（随時整理）

(5) 文言の統一

～箇条書き等，表現を統一する。

(6) 公開できる内容に整理

～ホームページ等での公開に対応し，非公開の事項や不適切な内容は整理する。

２ 改訂案作成の考え方

(1) 令和４年度の緑が丘まちづくり推進協議会で行った意見交換において，意見が一致

した事項は追加又は修正する。

(2) 「市への要望・地域からの提案」は，『【緑が丘】まちづくり推進プログラム「市への要望・

地域からの提案」に対する市の考え方（R4 年 8 月）』（第３回緑が丘まち協会議で配付済）

及びこれまでの意見交換の内容を踏まえ，整理する。

※上記１･２を踏まえた上で，次のとおり改訂案を作成した。
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●　

●

●

●

● 19,056人 [ 8 位 ]

● 9,636世帯 [ 8 位 ]

● 11.3% [ 4 位 ]

● 55.5% [ 7 位 ]

● 33.1% [13 位 ]

● 66.6% [ 4 位 ]

●

● 5地区

● 1施設

● 4地区

● 1地区 消防団

除雪センター

 ※　順位は，15地域中で数値が大きいほうを上位とする

13　緑が丘まちづくり推進プログラム（改訂案）　　　　　　　　　　　

　地　域　目　標

～文教地区の強みを活かし世代間交流を深めた
　安全で安心な活力のあるまちづくり

 １　地域の特性

緑が多い地域～プラタナス並木をはじめ，緑豊かな地域で自然と親しめる環境

文教地区～多くの学校施設を有し，その関係者も住んでいる知性を感じる地域

医療機関の充実～旭川医大を中心に保健医療，福祉教育機関が集まっている。

プラタナス通り～観光客にも人気

 ２　地域の基本情報

人 口

世 帯 数

0～14歳人口

15～64歳人口

65歳以上人口

町内会加入率

町 内 会 数 67町内会

市民委員会数

（旭神，神楽岡東，緑が丘，西御料地，緑が丘東）

地域包括支援センター

（神楽・西神楽）

地区社会福祉協議会

（神楽岡東，緑が丘，西御料地，旭神）

民生委員・児童委員協議会 第3・第12・第13分団

（緑が丘） 神楽・緑が丘・西神楽

 ※　数値は，令和4年4月1日現在 地域の特徴的な施設 旭川医科大学

都市計画マスタープラン
（H29.2改訂）地域づくりの目標

・南地域（緑が丘地区を含む）
～都市機能の導入と中央地域との連携強化による中心市街地づくり
～計画的な住宅地と医療施設などが連携した安心できる地域づくり
～自然を身近に感じられ，ゆとりとうるおいのある地域づくり
～住民の主体的な活動による誇りが感じられる地域づくり

主
な
市
有
施
設

市全域を対象
とした施設

旭川リサーチパーク

主に地域住民
対象とした施設

緑が丘住民センター　
緑が丘地域活動センター（グリンパル）

文化・スポーツ
施設

教
育
・

子
育
て
施
設

小・中学校
小学校（緑が丘，西御料地，緑新）
緑が丘中学校

高校・大学
専門学校

特別支援学校

高等学校（旭川南，旭川工業）
旭川高等技術専門学院，旭川高等看護学院
北都保健福祉専門学校
北海道医学技術専門学校，旭川医科大学
中小企業大学校旭川校

安
心
・

安
全
の
施
設

警察署・消防署
緑が丘交番
南消防署緑が丘出張所



 ３　地域資源と特色のある取組

■ 地域資源

地域で認識している諸問題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

・【優先】高齢者が抱える健康への不安（全域）
【優先】健康寿命の延伸につながる健康づくり事業の実施
（全域）

○（H27～）

・高齢者のニーズの把握（全域） ・高齢者の不安や心配ごとを把握する。 －

・情報不足による高齢者の暮らしの不安（全域）
・高齢者が安心して暮らせる，暮らしやすくなるような情報
の提供（全域）

○（H28）

広報誌で心配ごとに関する窓口を紹介する。（全域） 〇（R2）
各種相談窓口及び福祉サービスを紹介する。（全域） 〇（R3）

・高齢者の交流の場づくり（全域） ・普段のコミュニケーションの場をつくる －

・見守り事業における各地域団体同士の情報共有（全域） －

■ 教育，文化，スポーツ振興

地域で認識している諸問題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

・丘の上の音楽会（小・中・高，先生，医大）の開催⇒他の
地域との共演（全域）

－

・教育施設の利用促進と学生との交流の活性化（全域） －
・文教地区の強みを活かした次世代を担う学生達との交流
（全域）

－

・医大という特長を活かした事業の実施（全域） －

・地区対抗のスポーツ事業の実施（全域） －

■ 地産地消，商店街の振興，魅力発信，賑わいづくり

地域で認識している諸問題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

・コンコードパーク造成用地の有効活用（緑が丘東）
・コミュニティ複合施設を活用したイベント（多世代交流な
ど）の企画（緑が丘東）

○（R1）

４　地域の現状と課題解決のための取組・市への要望等

■ 福祉，子育て，健康づくり，地域の支え合いの強化

●旭川医科大学（緑が丘東）
●中小企業大学校旭川校（緑が丘東）
●旭川リサーチパーク（緑が丘東）
●プラタナス通り（神楽岡東・緑が丘）

・住民のさまざまな心配事の解消（全域）

・文教地区の強みの活用（全域）



■ 特色のある取組

は令和４年度に協議の結果，追加・修正等を行った項目

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

緑が丘まち協
ロコモ予防と健康づくり実行委員会

健康講座（年１回）
R2は休止

緑が丘まち協 悪徳商法被害防止講習会

緑が丘まち協広報誌編集委員会
緑が丘相談窓口等情報発信実行委員会 リーフレットの作成・配布

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

地域の活動拠点づくり実行委員会 グリンパルオープニングイベント

●香りロード（緑が丘）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●芸能のつどい（旭神）
●丘のうえふれあい音楽祭（全域）
●神楽岡プラタナスフェスティバル（神楽岡東）
●お寺に泊まろう！（西御料地）
●お楽しみ盆踊り（緑が丘東）



■ 基本的な生活環境の確保，環境保全，事故・犯罪の防止，防災

地域で認識している諸問題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

・小中学生の通学路の安全確保（全域）
・「通学路等」の文字を印刷した旗の製作と，緑が丘まちづ
くり推進協議会の区域内の小学校への寄贈（全域）

○（H26～27）

・ひとり暮らしの高齢者世帯の除排雪（全域） －

・子ども１１０番の家の周知（全域）
・社会資源マップを利用した，子ども１１０番の家の周知（全
域）

－

【優先】講習会の実施（全域） ○(R3～)

【優先】防災キッズの実施（全域） ○(R3～)

・５地区合同防災訓練の実施（全域） －

・買物弱者対策（全域）
・買物弱者に対する情報提供（移動販売車の情報等生活
を便利にする情報）（全域）

○(R3)

・地域の会館の維持（全域） －

・防犯対策の充実（全域） －

■ 郷土愛や誇りの醸成・コミュニティ活性化（世代間交流）

地域で認識している諸問題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

○（H29～R1）

○（H30～）

○（H30・R4）

・町内会の加入率低下（全域）
・町内会班活動（ふれあい祭り・ローソク出せのような）の実
施（魅力ある町内会活動・青少年活動を通じた結びつきの
強化による脱会者の防止）（全域）

－

・【優先】まちづくり推進協議会の活動の地域への周知（全
域）

・【優先】まちづくり推進協議会の活動に係る情報の提供を
行う（全域）

○（H30～）

ボランティア人材の確保（全域） －

・【優先】災害への対策（全域）

・世代間の交流による地域の活性化，学校との連携（全域）

・世代間交流を通した住民同士のつながり，支え合いへと
つながるような事業の実施（市民委員会・社協・学校関係
等地域団体との連携）（全域）



実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

緑が丘まち協

一般社団法人旭川緑が丘スポーツクラブ

緑が丘地域防災事業実行委員会

一般社団法人旭川緑が丘スポーツクラブ

緑が丘地域防災事業実行委員会

緑が丘相談窓口等情報発信実行委員会 リーフレットの作成・配布

地域会館維持のための経済的な支援

町内会で維持管理している街路灯への補助など，地域
の防犯対策に係る補助率の見直し

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

多世代ふれあいフェスタ実行委員会 多世代交流イベント（年１回）

多世代交流の自習スペース
くるりん実行委員会

学習支援（月１回）

一般社団法人
旭川緑が丘スポーツクラブ

町内会活性化に関する具体例の提示や，町内会の在
り方について再検討する場を設けるなど，市としての取
組強化

緑が丘まち協広報誌編集委員会 広報誌の発行（年１回）



取組・テーマ 実施主体

小中学生の通学路の安全確保
緑が丘まちづくり

推進協議会

地域での「健康寿命の延伸」

緑が丘まちづくり推進
協議会(H27～H28)

ロコモ予防と健康づくり
実行委員会(H29～R3)

高齢者が安心して暮らせる，暮ら
しやすくなるような情報の提供

緑が丘まちづくり
推進協議会

世代間交流事業
多世代ふれあい

フェスタ実行委員会

子どもの居場所づくり
多世代交流の
自習スペース

くるりん実行委員会

広報誌の発行
緑が丘まち協

広報誌編集委員会

子どもの遊び体験教室
一般社団法人
旭川緑が丘

スポーツクラブ

地域の活動拠点づくり事業
地域の活動拠点
づくり実行委員会

緑が丘地域防災事業
一般社団法人
旭川緑が丘

スポーツクラブ

困りごと相談窓口等情報発信
事業

緑が丘相談窓口等情
報発信実行委員会

■

・緑が丘まちづくり推進協議会ホームページアドレス

　http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/408/machikyou/d063395.html

・QRコード

 ５　過去の取組

実施
年度

主な内容

H26～27
小学生の通学路の安全確保を図るために，通学路を周
囲から認識できる「旗」を作製し，管内の３つの小学校に
寄贈した。

H27～

※R2は休止

健康寿命の延伸につながる健康づくり事業を，旭川医
大や神楽・西神楽地域包括支援センター，地域団体等
と連携しながら継続して実施することで，地域のネット
ワークを強化し，高齢者が安心して暮らせるまちにする。

H28
地域の高齢者を対象として，悪質商法の被害防止講習
会を開催し，旭川消費者協会劇団”風”のお話と寸劇に
より，身近でわかりやすく啓発を行った。

H29～R1
世代間の交流・継承を促すため，市民委員会，学校関
係等地域団体と連携し，小学校の体育館で世代間の交
流を促すゲームやものづくりを行った。

H30～R2

小中学生を対象に異年齢の子ども同士が交流できる自
習スペース（学習の場，遊びの場，団らんの場）を作り，
地域の大人や高齢者が”見守り”，”お手伝いをする”こ
とにより，子どもの成長を図る。

H30～ まちづくり推進協議会の活動に係る情報の提供を行う。

H30
ニュースポーツに挑戦しながら，交流を深めるとともに，
健康増進を図った。

R1
緑が丘地域活動センター（グリンパル）が地域に根ざし，
住民活動の拠点となるように，イベントを通して施設につ
いて理解を深めて親しみを持ってもらう。

R3
地域の防災力向上のための取組として，「防災リー
ダー研修会」（地域団体向け）及び「遊んで学ぶ！
防災キッズ」（地域の児童向け）を実施した。

R3
地域住民のさまざまな心配事の解消につながる情
報発信を行い，地域福祉の充実・強化を図ることを
目的に，リーフレットを作成・配布した。

６　地域まちづくり推進協議会の周知・広報

市ホームページ内の掲載及びまちづくり推進協議会NEWS（速報版）の地域内施設への掲示等により

周知・広報を行っている。


